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高齢社会と向き合う
英国マンチェスター
─エイジフレンドリーな都市を目指して
吉本光宏（ニッセイ基礎研究所 研究理事）　協力：ブリティッシュ・カウンシル、マンチェスター大学ウィットワース美術館

世
界
の
ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超

高
齢
社
会
に
突
入
し
た
日
本
。
2
0
1
5
年
の

高
齢
化
率
は
26
・
7
％
で
今
後
も
上
昇
を
続
け
、

2
0
6
0
年
に
は
39
・
9
％
、
2
・
5
人
に
1
人
が

65
歳
以
上
、
75
歳
以
上
の
割
合
も
26
・
9
％
と
4

人
に
1
人
と
な
る
（
＊
1
）。

高
齢
化
の
進
展
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
現
在
の
高
齢
化
率
が
20
％
前
後
の
欧
米
諸
国

も
60
年
に
は
25
％
前
後（
フ
ラ
ン
ス
、英
国
な
ど
）、

高
い
と
こ
ろ
で
は
35
％
前
後
と
な
る
国
（々
ド
イ

ツ
、イ
タ
リ
ア
な
ど
）も
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、

今
は
高
齢
化
率
が
10
％
前
後
の
中
国
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
な
ど
は
今
後
高
齢
化
が
急
速

に
進
み
、
60
年
に
は
35
％
前
後
に
な
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
高
齢
化
率
が
低
い
分
、
今
後

20
〜
30
年
間
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
日
本
よ
り

も
急
激
で
あ
る
（
＊
1
）。

高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
、
日
本
ば
か
り
か
世
界

各
国
に
共
通
す
る
き
わ
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）
は

2
0
1
0
年
に
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
（
高
齢
者

に
や
さ
し
い
）
な
都
市
・
地
域
の
世
界
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（G

lobal N
etw

ork for A
ge-friendly 

C
ities and C

om
m

unities

）を
立
ち
上
げ
た
。
英

国
で
最
初
に
参
加
し
た
の
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市

だ
。
同
市
は“
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
”
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
市
の
関

係
部
局
だ
け
で
な
く
、
住
宅
や
ま
ち
づ
く
り
の
関

係
団
体
、
大
学
や
文
化
施
設
な
ど
と
連
携
し
て
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
歳
を
取
り
、
楽
し
く
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

今
回
の
海
外
ス
タ
デ
ィ
で
は
、マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

市
に
お
け
る
高
齢
者
政
策
の
全
体
像
と
、
特
徴
的

な
文
化
事
業
を
取
り
上
げ
た
。

W
H
O
の

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
シ
テ
ィ

W
H
O
が
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー・シ
テ
ィ（
A
F
C
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
2
0
1
0
年
の

参
加
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
含
め
わ
ず
か
10
都

市
程
度
だ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
37
カ
国
、

3
8
0
の
都
市
や
地
域
が
参
加
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
人
口
は
1
億
3
4
0
0
万
人
。
日

本
で
は
12
年
に
秋
田
市
が
、
15
年
に
宝
塚
市
が
そ

れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

A
F
C
は
高
齢
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
各
市
が
よ
り
高
齢
者
に
や
さ
し

い
都
市
づ
く
り
へ
の
実
践
を
進
め
、
各
都
市
の
経

験
や
実
績
、
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
の
が
狙
い
で

あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
に
は
、
次
の
8
つ

の
テ
ー
マ
領
域
で
自
都
市
の
現
状
を
評
価
し
、
そ

れ
を
改
善
す
る
た
め
の
3
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
、
実
施
す
る
。
そ
し
て
ど
ん
な
進
展

が
あ
っ
た
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、
W
H
O
に

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

1	

屋
外
ス
ペ
ー
ス
と
建
物

2	

交
通
機
関

3	

住
居

4	

社
会
参
加

5	

尊
厳
と
社
会
的
包
摂

6	

市
民
参
加
と
雇
用

7	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報

8	

地
域
社
会
の
支
援
と
保
健
サ
ー
ビ
ス

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
状
況
を
踏
ま
え

た
計
画
が
前
提
で
、
W
H
O
か
ら
何
か
基
準
を
押

し
つ
け
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の

高
齢
者
政
策
の
歩
み

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
は
、
W
H
O
の
A
F
C

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
か
な
り
前
か
ら
高
齢

者
政
策
を
推
進
し
て
い
た
。
1
9
9
0
年
代
の
半

ば
頃
か
ら「
高
齢
問
題
の
作
業
部
会
」に
よ
る
検
討

な
ど
を
含
め
、
高
齢
者
が
直
面
す
る
本
当
の
課
題

は
何
か
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
行
っ
て
き
た
。

●
高
齢
者
に
価
値
を（
V
O
P
）

図表1 WHOのエイジフレンドリー・シティの
8つのテーマ領域

＊1	 内閣府「平成28年版『高齢社会白書』」

出典：WHO (2007), Global Age-friendly Cities: A Guide

10009
テキストボックス
出典：雑誌地域創造 2017年3月発行号　
　　　  ©一般財団法人地域創造
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そ
れ
が
本
格
化
し
た
の
は
、
2
0
0
3
年
に

「
高
齢
者
に
価
値
を（V

aluing O
lder P

eople, 
V

O
P

）」と
い
う
政
策
を
立
ち
上
げ
た
時
だ
っ
た
。

翌
年
に
高
齢
者
に
よ
る
V
O
P
理
事
会
を
設
置

し
、
戦
略
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
05
年
以
降
、
老
人
差
別
の

解
消
な
ど
、
一
般
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢

者
自
身
そ
し
て
政
策
立
案
者
た
ち
の
高
齢
者
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
前
向
き
な
も
の
に
刷
新
す
る
大

が
か
り
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た
。

同
じ
頃
、
市
内
の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
る
高

齢
者
フ
ォ
ー
ラ
ム（O

lder P
eople's Forum

）が

組
織
さ
れ
た
。
50
歳
以
上
の
市
民
な
ら
誰
で
も
登

録
可
能
で
、
年
1
回
、
市
役
所
で
会
合
が
開
か
れ
、

高
齢
者
自
身
が
疑
問
や
心
配
事
を
相
談
し
、
政
策

担
当
者
に
直
接
提
案
を
行
え
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
登
録
者
数
は
約
1
2
0
人
。
登
録
書

類
に
は
、
交
通
、
健
康
・
介
護
、
住
宅
、
生
涯
学
習
、

L
G
B
T
、
文
化
、
安
全
な
ど
関
心
の
あ
る
分
野

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
自
身
で
高
齢

化
問
題
に
取
り
組
も
う
と
い
う
積
極
的
な
高
齢
者

の
集
ま
り
に
も
な
っ
て
い
る
。

V
O
P
の
6
年
間
の
成
果
に
基
づ
き
、
09
年
に

は
次
の
10
年
間
の
政
策
や
戦
略
な
ど
を
ま
と
め
た

「
歳
を
取
る
の
に
素
晴
ら
し
い
場
所
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー（M

A
N

C
H

E
S

T
E

R
: A

 G
R

E
A

T
 P

L
A

C
E

 
T

O
 G

R
O

W
 O

L
D

E
R

 2010-2020

）」が
策
定
さ

れ
た
。

そ
こ
に
示
さ
れ
た
20
年
ま
で
の
目
標
は
次
の
5

つ
で
あ
る
。

・
高
齢
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り（
住

宅
、
交
通
、
環
境
、
安
全
）

・
高
齢
者
の
収
入
と
雇
用
の
増
大

・
高
齢
者
の
文
化
・
学
習
活
動
へ
の
参
加
の
促
進

・
高
齢
者
の
健
康
増
進

・
高
齢
者
向
け
の
ケ
ア
や
介
護
の
充
実

さ
ら
に
、“
平
等
の
促
進
”“
関
係
の
改
善
”“
参

加
の
促
進
”と
い
う
3
つ
の
分
野
横
断
的
な
テ
ー

マ
が
設
定
さ
れ
、
先
の
5
つ
の
分
野
ご
と
に
、
具

体
的
な
目
標
や
施
策
、
事
業
案
が
示
さ
れ
た
。

文
化
に
関
し
て
は
、
07
年
に
V
O
P
カ
ル

チ
ャ
ー
・
オ
フ
ァ
ー
（
文
化
の
提
供
）が
ス
タ
ー
ト
。

09
年
に
高
齢
者
向
け
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
本
格

化
し
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
高
齢
者
政
策
を

特
徴
づ
け
る
重
要
な
事
業
と
な
っ
て
い
っ
た
。

●
A
F
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

2
0
1
0
年
、
市
は
W
H
O
の
A
F
C
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
。
以
来
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の

高
齢
者
政
策
は
、
V
O
P
に
代
わ
っ
て
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー（
A
F
M
）と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
W
H
O
の
A
F
C
モ
デ
ル

を
活
用
し
て
施
策
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
以
降
、

市
で
は
高
齢
者
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
社
会

的
な
阻
害
要
因
を
軽
減
す
る
た
め
、
A
F
C
の
目

的
に
合
致
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
き
た
。

現
在
、
A
F
M
お
よ
び
後
述
す
る
G
M
エ
イ
ジ

ン
グ
・
ハ
ブ
の
戦
略
責
任
者
を
務
め
る
ポ
ー
ル
・
マ

ガ
リ
ー
さ
ん
は
、
W
H
O
の
A
F
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
し
た
利
点
と
し
て
、
市
役
所
内
部
の
高

齢
者
政
策
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
、
国
内

外
の
都
市
と
の
連
携
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
る
。
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
A
F
C
に
参

加
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
政
策
に
満
足
し
て

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
し
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
だ
。“
高
齢
者
に
価
値
を（
V
O
P
）”と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
そ
の
中
で
展
開
さ
れ
る
事
業

も
、
あ
る
程
度
は
評
価
で
き
る
も
の
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し“
高
齢
者
に
価
値
を
”
と
い
う
言
葉
に

は
、
ど
こ
か
温
情
主
義
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、

「
ど
う
や
っ
て
高
齢
者
に
価
値
を
与
え
る
の
か
」と

問
わ
れ
て
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
09

年
の
政
策
文
書
に
含
ま
れ
て
い
た“
一
生
涯
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り（L

ifetim
e N

eighborhood

）”

は
、
英
国
政
府
が
推
進
し
た
政
策
に
基
づ
い
た
も

の
だ
が
、
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

自
分
た
ち
の
活
動
を
よ
り
明
確
に
伝
え
ら
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
も
の
を
探
し
て
い
た
時
に
、

W
H
O
の
A
F
C
に
出
合
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
イ

ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
高
齢
者
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
ず
っ
と
説
明
し
や
す
く
な
り
、
政
策
の
目
標

も
ク
リ
ア
に
な
っ
た
。
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

公
園
、エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
建
物
、エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
商
店
や
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
表
現

に
よ
っ
て
、
市
民
や
高
齢
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
や
関
係
者
も
市

の
高
齢
者
政
策
の
方
向
性
や
重
要
性
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
理
解
で
き
、
賛
同
や
協
力
の
輪
が
広

が
っ
て
い
っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
人
口
は
約
53
万
人
だ

が
、
実
は
高
齢
化
率
は
9
・
4
％
と
低
く
、
英
国

全
体
の
17
・
8
％
を
遥
か
に
下
回
っ
て
い
る（
15

年
）。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
に
通
う
約
4
万
人

の
学
生
な
ど
、
若
者
が
多
い
こ
と
が
原
因
だ
が
、

そ
の
こ
と
は
皮
肉
に
も
高
齢
者
政
策
を
進
め
る
上

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
問
題
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
今
後
高
齢
化

が
進
む
こ
と
は
確
実
で
、
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢

者
政
策
の
わ
か
り
や
す
い
言
葉
が
必
要
だ
っ
た
。

●
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
都
市
圏
へ
の
展
開

さ
ら
に
2
0
1
6
年
3
月
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
都
市
圏
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ（G

reater 
M

anchester A
geing H

ub, 

G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・

ハ
ブ
）が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
A
F
M

の
取
り
組
み
を
人
口
2
7
5
万
人
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
都
市
圏（
G
M
）に
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
を
含
む
10
の
市
町
村

の
ほ
か
、
住
宅
や
ま
ち
づ
く
り
、
経
済
や
産
業
、

文
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。今

年
2
月
に
は
、
こ
の
G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ

ブ
の
主
催
で
、
国
内
外
か
ら
専
門
家
を
集
め
た
大

規
模
な
国
際
会
議
も
開
催
さ
れ
た
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

（
A
F
M
）の
取
り
組
み

●
組
織
体
制
と
予
算

A
F
M
の
施
策
や
事
業
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
が
そ
れ
ら
す
べ
て

を
推
進
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
の
担
当
は

A
F
M
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ
、
人
員
は
わ
ず
か
4
名
、

し
か
も
前
述
の
マ
ガ
リ
ー
さ
ん
を
除
く
3
名
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
全
員
が
他
の
業
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＊2	 Buzz Health & Wellbeing Service.マンチェスター・メンタルヘルス社会介護NHSトラスト（Manchester Mental Health and Social Care NHS Trust）を母体に2016
年4月に設置。

＊3	 "Campaign to End Loneliness"  http://www.campaigntoendloneliness.org/
＊4	 "Centre for Ageing Better"  https://www.ageing-better.org.uk/

務
と
の
兼
務
で
あ
る
。

A
F
M
チ
ー
ム
は
市
の
ほ
と
ん
ど
の
部
局
と
連

携
し
、
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
都
市
圏
交
通
局
、
健

康
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
団
体
、
住
宅
公
社
、
G
M
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
セ
ン
タ
ー（
お
よ
び
そ
こ
に
加

盟
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

市
内
の
文
化
施
設
な
ど
で
あ
る
。

特
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
で
は
、
建
築
学
部

や
高
齢
化
共
同
研
究
所（M

IC
R

A
: M

anchester 
Institute for C

ollaborative R
esearch on 

A
geing

）、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
博
物
館
、
ウ
ィ
ッ
ト

ワ
ー
ス
美
術
館
な
ど
、
複
数
の
組
織
が
A
F
M
に

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

市
内
各
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
2
0
0
5

年
に
整
備
さ
れ
た
。
北
部
、
中
心
部
、
南
部
の
3

区
域
、
さ
ら
に
12
の
地
域
に
分
け
、
区
域
ご
と
の

責
任
者
と
地
域
ご
と
の
担
当
者（
計
15
名
）が
置
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
作
成
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
は
、

彼
ら
を
中
心
に
地
元
の
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ

る
。
現
在
こ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は「
バ
ズ
健

康
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」と
い
う
組
織
（
＊
2
）に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。

A
F
M
の
方
向
性
や
戦
略
、
具
体
的
な
事
業
を

検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
・
シ
ニ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
グ
ル
ー

プ
と
呼
ば
れ
る
各
分
野
の
関
係
団
体
や
専
門
家
の

集
ま
り
だ
。
現
在
は
G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ
運

営
グ
ル
ー
プ（
約
20
名
）に
衣
替
え
し
て
お
り
、
コ

ア
メ
ン
バ
ー
と
分
野
別
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。

前
者
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
を
含
む
い
く

つ
か
の
自
治
体
、
福
祉
や
医
療
関
係
の
団
体
、
高

齢
化
共
同
研
究
所
、
経
済
・
産
業
系
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
て
お
り
、
高
齢

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
も
2
名
の
高
齢
者
が
参
加
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
に
は
、
経
済
と
労

働
、
健
康
的
な
高
齢
化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
交

通
と
住
宅
、
地
域
計
画
、
技
術
・
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
・
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
6
分
野

の
専
門
家
が
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ベ
ア
リ
ン
グ
財
団
や
ビ
ッ
グ
宝
く
じ

基
金
の
よ
う
な
助
成
団
体
、
英
国
全
体
の
取
り
組

み
で
あ
る「
孤
独
を
終
わ
ら
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
＊
3
）
や「
よ
り
良
く
歳
を
取
る
セ
ン
タ
ー
」（
＊
4
）

な
ど
、
連
携
す
る
活
動
や
組
織
も
少
な
く
な
い
。

マ
ガ
リ
ー
さ
ん
は
こ
う
し
た
A
F
M
の
組
織
体

制
を
タ
マ
ネ
ギ
の
輪
切
り
の
よ
う
な
構
造
だ
と
解

説
す
る
。
中
心
に
4
人
の
A
F
M
チ
ー
ム
が
い
て
、

そ
の
周
り
に
何
層
も
の
関
係
団
体
が
集
ま
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
そ
の
数
は
1
0
0
団
体
を
超
え

る
。そ

し
て
具
体
的
な
事
業
は
、ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
チ
ー

ム
や
地
域
サ
ー
ビ
ス
・
チ
ー
ム
、
デ
ザ
イ
ン
・
グ

ル
ー
プ
と
い
っ
た
業
務
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
る
。
短
期
で
終
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
長
期

に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
組

織
体
制
は
常
に
変
化
し
て
き
た
。
以
前
は
組
織
図

の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

今
で
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
、
複

雑
に
な
っ
て
い
る
。

市
が
支
出
す
る
A
F
M
の
中
核
予
算
も
今
年
度

は
た
っ
た
4
万
ポ
ン
ド（
約
6
0
0
万
円
）だ
。
以

前
は
10
万
ポ
ン
ド
の
時
も
あ
っ
た
が
、
11
年
以
降
、

市
の
予
算
は
全
体
で
40
％
、
A
F
M
の
予
算
は

60
％
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
A
F
M
の
事
業
は

外
部
資
金
の
積
極
的
な
獲
得
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
最
近
で
は
、
G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ

の
5
年
間
の
事
業
に
ビ
ッ
グ
宝
く
じ
基
金
か
ら

1
0
0
0
万
ポ
ン
ド（
約
15
億
円
）の
資
金
を
獲
得

し
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
事
業
は
住
宅
セ
ク
タ
ー
が
、
文

化
事
業
は
文
化
セ
ク
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

資
金
に
よ
っ
て
、
A
F
M
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
建
築
学
部
や
高

齢
化
共
同
研
究
所
、
博
物
館
や
美
術
館
も
同
様
だ
。

4
人
の
A
F
M
チ
ー
ム
の
役
割
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

や
政
策
、
戦
略
を
作
成
し
、
A
F
M
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
人
々
や
組
織
を
結
び
つ
け
て

そ
の
気
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
4
万
ポ
ン
ド

は
そ
の
た
め
の
予
算
と
い
う
わ
け
だ
。
A
F
M

チ
ー
ム
の
ひ
と
り
、パ
ト
リ
ッ
ク
・
ハ
ン
フ
リ
ン
さ

ん
は「
人
々
を
仲
間
に
引
き
込
み
、
や
る
気
に
さ

せ
、
A
F
M
に
対
す
る
情
熱
や
信
念
を
も
た
せ
る
。

我
々
に
は
、
そ
の
た
め
の
資
金
と
時
間
、
リ
ソ
ー

ス
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
」
と
言
う
。

予
算
は
大
き
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の

少
な
い
予
算
で
10
年
以
降
A
F
M
の
活
動
を
継
続

で
き
て
い
る
こ
と
自
体
が
本
当
の
成
果
だ
、
と
力

説
す
る
の
は
責
任
者
の
マ
ガ
リ
ー
さ
ん
だ
。

●
高
齢
者
理
事
会 O

lder P
eople's B

oard

A
F
M
の
注
目
す
べ
き
点
の
ひ
と
つ
は
、
高

齢
者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
し
て
で
は
な

く
、
推
進
役
、
担
い
手
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
心
的
な
存
在
が
、
高

齢
者
理
事
会
だ
。
こ
れ
は
2
0
0
4
年
に
当
時

の
政
策
に
基
づ
い
て
、
V
O
P
理
事
会（V

aluing 
O

lder P
eople B

oard

）と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

AFMチームの3名のプロジェクト・マネージャー（左からアネットさん、ハンフリンさん、
キーリーさん）　Photo: M.Yoshimoto

高齢者理事会会長のElaine Unegbuさ
んはカルチャー･チャンピオンの初期か
らのメンバーでもある。
Photo: M.Yoshimoto
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の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
前
述
の
高
齢
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
選
ば
れ
る
。

現
在
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
活
動
内
容
、
経
験

な
ど
を
踏
ま
え
、
17
名（
内
2
名
は
市
議
会
議
員
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
6
週
間
に
1
回
の
開
催
で
、

取
材
中
に
開
か
れ
た
理
事
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
日
の
最
初
の
議
事
は
、
市
が
検
討
中
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
助
成
制
度
で
、
担
当
部
局
の

職
員
が
要
項
案
を
説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
て
理
事

会
メ
ン
バ
ー
が
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
他
の
議
題
は
、
世
代
間
交
流
事
業
、
日

帰
り
遊
覧
事
業
、
文
化
事
業
な
ど
の
活
動
報
告
と

意
見
交
換
、
A
F
M
と
G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ

に
関
す
る
近
況
報
告
な
ど
で
あ
っ
た
。

2
時
間
の
理
事
会
に
は
A
F
M
チ
ー
ム
も
全
員

出
席
し
て
い
た
が
、
複
数
の
理
事
か
ら
財
政
的
に

も
組
織
的
に
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
市
が
A
F
M

の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
A
F
M
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
、
理
事
の
献
身
的
な
取
り
組
み
に
対
し
て
敬
意

と
感
謝
を
も
っ
て
接
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

●
高
齢
者
憲
章O

lder P
eople's C

harter

A
F
M
を
象
徴
す
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
、

2
0
1
5
年
に
制
定
さ
れ
た
高
齢
者
憲
章
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
高
齢
者
理
事
会
の
提
案
で

実
現
し
た
も
の
で
、
何
カ
月
も
か
け
て
、
内
容
と

文
章
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
。
歳
を
取
っ
て
も
何
の

障
が
い
も
な
く
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
、［
図
表
2
］の
6
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

A
F
M
チ
ー
ム
の
ひ
と
り
、
テ
ィ
ム
・
キ
ー

リ
ー
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
憲
章
は
W
H
O
の

A
F
C
の
テ
ー
マ
や
メ
ソ
ッ
ド
に
基
づ
い
て
い
る

が
、マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
た
め
に
凝
縮
・
加
工
さ

れ
た
も
の
で
、エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
が
ど
ん
な
も
の
か
、
す
べ
て
を
要
約
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

憲
章
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
内
の
団
体
や
市
民
に
こ
の
憲
章
へ
の
誓
約
を
奨

励
し
て
お
り
、
具
体
的
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

・
高
齢
者
優
先
の
椅
子
や
休
憩
で
き
る
場
所
の
設

置
・
ト
イ
レ
の
増
設
や
高
齢
者
へ
の
優
先
提
供

・
高
齢
者
で
も
開
閉
が
容
易
な
ド
ア
の
整
備

・
店
内
の
案
内
、
重
い
荷
物
の
運
搬
や
無
人
レ
ジ

の
利
用
に
対
す
る
手
助
け
や
介
助

・
順
番
待
ち
の
際
の
高
齢
者
の
優
先

・
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
研
修

・
高
齢
者
向
け
の
セ
ー
ル
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
高
齢
者
の
雇
用
促
進

・
高
齢
者
宅
へ
の
定
期
的
な
立
ち
寄
り

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
ハ
レ
・
コ
ン

サ
ー
ト
協
会
、
サ
ウ
ス
ウ
ェ
イ
住
宅
公
社
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
図
書
館
、ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン

ジ
劇
場
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
都
市
圏
消
防
局
と

い
っ
た
組
織
を
は
じ
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ

な
ど
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
憲
章
は
A
F
M
の
理
念
や
目
標
を
謳
う

と
同
時
に
、
市
民
や
各
種
団
体
、
企
業
、
店
舗
な

図表2 マンチェスター市の高齢者憲章

出典：「Age-friendly Manchester, 2015, Older People's Charter」に基づいて作成  
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＊5	 WHOのエイジフレンドリー・シティの8つのテーマ領域から地域の実情に合わせて6つが選ばれている。

ど
が
自
ら
A
F
M
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

●
事
業
計
画 W

ork P
lan 2016/17

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
A
F
M
の
事
業
や
活
動
の
全
体
像
を
把
握

す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
2
0
1
6
年
度
の

事
業
計
画
を［
図
表
3
］に
整
理
し
た
。

そ
の
冒
頭
に
は「
A
F
M
は
、
高
齢
者
の
生
活

の
質
を
高
め
、
市
を
、
歳
を
取
る
の
に
よ
り
良
い

場
所
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
高
齢
者
の
方
々
な
ら
び
に
公
的
団
体
、
民
間
団

体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
団
体
な
ど
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
一
緒
に
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
働

き
ま
す
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

計
画
で
は［
図
表
3
］の
と
お
り
5
つ
の
テ
ー
マ

が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
実
施
地
域
、
推
進
役
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●
ヒ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ホ
ー
ル
に
お
け
る
地
域

プ
ロ
グ
ラ
ム

A
F
M
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
高
齢
者
が

参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
活
動
、ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
、
定
期
的
な
会
合
、
L
G
B
T
の
集
ま

り
な
ど
で
あ
る
。
催
し
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

ネ
ッ
ト
上
か
ら
誰
も
が
イ
ベ
ン
ト
を
登
録
で
き

る
。高

齢
者
向
け
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
例
と
し

て
、
A
F
M
チ
ー
ム
の
ひ
と
り
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア

ネ
ッ
ト
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
、
市
内
で

は
高
齢
化
の
進
む
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ヒ
ー
ス
地
区
の

事
例
で
あ
る
。
V
O
P
の
始
ま
っ
た
2
0
0
3
年

頃
か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
た
ち
が
自
ら
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
12
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
毎
日
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
会
場
の
ヒ
ー
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ホ
ー
ル
が
、
地
域
の
高
齢
者
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
体

操
な
ど
の
教
室
に
加
え
、
認
知
症
患
者
が
参
加

で
き
る
カ
フ
ェ
、
地
域
の
歴
史
講
座
、
セ
ラ
ピ
ー

な
ど
で
、
1
回
50
ペ
ン
ス
か
ら
2
ポ
ン
ド（
75
〜

3
0
0
円
）
で
参
加
で
き
る
。
運
営
費
は
、
参
加

費
と
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
資
金
調
達
で
賄
わ

れ
て
い
る
。

例
え
ば
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
・
ク
ラ
ブ

は
、
映
画
館
が
遠
く
て
好
き
な
映
画
が
見
ら
れ
な

い
と
い
う
地
域
の
高
齢
者
の
声
に
応
え
て
、
毎
週

上
映
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
助
成
金
を

獲
得
し
て
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
A
F
M
チ
ー
ム
が
支
援
し

て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
自
然
発
生
的
に
始

ま
っ
た
。
最
近
発
行
さ
れ
た「
ヒ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ホ
ー
ル
」と
い
う
冊
子
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

紹
介
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
加
え
、
次
の
よ
う
な
高

齢
者
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
も
し
こ
の
ホ
ー

ル
が
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
私
た
ち
は
家
の
中
で

座
っ
た
ま
ま
、
自
分
た
ち
を
少
し
可
哀
想
な
存
在

だ
と
思
っ
て
い
た
わ
」

●
オ
ー
ル
ド
・
モ
ー
ト
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
や
住
宅
の
例
も
ひ
と
つ
紹
介
し

て
お
こ
う
。
2
0
0
7
年
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市

は
す
べ
て
の
公
営
住
宅
を
民
間
に
売
却
し
た
。
以

降
、
市
南
部
の
6
0
0
0
戸
の
住
宅
を
管
理
し
て

い
る
の
が
サ
ウ
ス
ウ
ェ
イ
住
宅
公
社
だ
。
入
居

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
60
歳
以
上
の
入
居
者
が

暮
ら
す
住
戸
が
43
％
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
市
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
協
力

を
得
て
、
特
に
低
所
得
者
層
の
多
い
オ
ー
ル
ド
・

モ
ー
ト
区
を
対
象
に
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の

視
点
か
ら
大
が
か
り
な
調
査
を
行
っ
た
。
地
区
内

の
高
齢
者
も
調
査
に
協
力
し
、
後
に
彼
ら
は
高
齢

者
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
呼
ば
れ
て
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役
に
な
っ
て
い
っ

た
。ど

こ
に
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
か
、
調
査
の
結
果

を
地
図
に
詳
細
に
書
き
込
ん
だ
報
告
書
が
ま
と
め

ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
屋

外
ス
ペ
ー
ス
と
建
物
、
交
通
機
関
、
住
居
、
尊

厳
と
社
会
的
包
摂
、
市
民
参
加
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
と
い
う
6
つ
の
分
野
に
分
け
て
、

1
0
0
を
超
え
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
作
成
さ

れ
た
（
＊
5
）。

そ
れ
に
基
づ
き
、
高
齢
者
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち

が
市
と
掛
け
合
っ
て
、
交
通
量
の
多
い
横
断
歩
道

の
青
信
号
の
時
間
延
長
や
、
廃
止
予
定
の
バ
ス
路

線
の
継
続
を
獲
得
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は“T

ake a S
eat

”
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
長
い
距
離
を
歩

け
な
い
高
齢
者
の
た
め
に
、
店
舗
が
道
路
沿
い

に
椅
子
を
用
意
し
て“T

ake a S
eat

”と
い
う
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、
自
由
に
座
っ
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
だ
。
ま
た
ガ
ラ
ス
窓
に“W

e are A
ge 

F
riendly

”と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
お
店

は
、
何
も
買
わ
な
く
て
も
高
齢
者
を
受
け
入
れ
、

店
員
が
お
し
ゃ
べ
り
相
手
に
な
っ
た
り
、
ト
イ
レ

を
貸
し
て
く
れ
た
り
、
飲
み
物
を
出
し
て
く
れ
た

り
す
る
。

こ
う
し
た
身
近
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

内
で
の
高
齢
者
の
転
居
を
促
す
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の
独
立
後

も
、
広
い
住
戸
に
高
齢
者
が
独
り
で
住
ん
で
い
る

図表3  AFMのワークプラン（2016/17）の概要

テーマ 目標

エイジフレンドリーな
地域づくり

•高齢者が地域の事業や活動を実施したり、参加したりすることを支援
•健康・福祉を増進する地域の社会活動、文化活動、娯楽などの機会を促進
•社会的な孤立や孤独の軽減

エイジフレンドリーな
サービスの提供

•AFMの高齢者憲章の認知度と活用の増大
•高齢者の経済的、文化的参加の増大
•高齢者の健康・福祉の増進

交流と参加の促進 •高齢者のAFMへの参加機会の強化
•エイジフレンドリーな形式で発行されるコミュニケーション数の増大
•AFMのプロモーション

知識と改革 •市の高齢者のニーズや資産の評価の完了
•AFMの進展を評価する新たな指標の合意
•高齢者の生活を改善するための調査研究の実施

影響（波及） •地域レベル、国レベル、国際レベルの戦略と財政支援プログラムにおけるエイジ
フレンドリー的な働きかけに対する認識の増大
•地域レベル、国レベル、国際レベルでのマンチェスターの協働パートナーの強化
•AFMの財源の安定化

出典：Manchester City Council HP
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例
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
だ
。
し
か
し
高

齢
者
に
と
っ
て
引
っ
越
し
は
容
易
で
は
な
く
、
ま

し
て
や
住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
出
て
行
き
た
く
な

い
。
そ
こ
で
サ
ウ
ス
ウ
ェ
イ
住
宅
公
社
が
小
さ
な

住
宅
を
用
意
し
て
、
高
齢
者
の
転
居
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
10
年
頃
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
そ
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
で
は
G
M

エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ
の「
高
齢
化
へ
の
熱
い
思
い

（A
m

bition for A
geing

）」と
い
う
名
前
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ッ

グ
宝
く
じ
か
ら
10
万
ポ
ン
ド
の
資
金
を
獲
得
し
た

の
は
こ
の
事
業
で
、オ
ー
ル
ド
・
モ
ー
ト
の
成
果
が

評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

A
F
M
の
文
化
事
業

A
F
M
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
文
化
が

中
心
的
な
活
動
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
。

●
カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
F
M

文
化
の
分
野
で
も
高
齢
者
自
身
が
そ
の
推
進
役

と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
文
化
活
動
へ
の
参
加

を
奨
励
す
る「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」と

い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
50
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
参
加

可
能
で
、
2
0
1
1
年
10
月
に
創
設
さ
れ
、
1
年

後
に
は
80
人
が
参
加
、
現
在
で
は
約
1
5
0
人
に

な
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
役
割
は
、
近
隣
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

芸
術
イ
ベ
ン
ト
や
文
化
活
動
を
知
ら
せ
、
参
加
を

促
す
こ
と
、
高
齢
者
の
文
化
芸
術
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
奨
励
す
る
こ
と
、
文
化
団
体
と

一
緒
に
高
齢
者
向
け
の
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ひ
と
り
、
コ
レ
ッ
ト
・
ク
ロ

ス
デ
ー
ル
さ
ん
は
退
職
し
て
何
か
や
り
た
い
と
思

い
、
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
美
術
館
の「
ハ
ン
ド
・
メ
イ

ド
」講
座
に
参
加
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に「
扉

が
ど
ん
ど
ん
開
い
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
っ
て
、
生
活
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、

今
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」

と
言
う
。

あ
る
時
、
今
ま
で
美
術
館
に
一
度
も
来
た
こ
と

の
な
い
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
美
術
館
に
誘
っ
た
と

こ
ろ
、
翌
日
家
族
を
連
れ
て
き
た
そ
う
だ
。
そ
ん

な
時
、
彼
女
は「
こ
れ
は
み
ん
な
あ
な
た
方
の
も

の
な
ん
で
す
よ
」
と
紹
介
す
る
。
今
で
は
、
郊
外

の
人
た
ち
に
美
術
館
に
来
て
も
ら
う
活
動
を
計
画

す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ス
・
ウ
ォ
ー
ル
さ
ん
も
ハ
ン
ド
・
メ
イ
ド
の

参
加
者
だ
。
大
勢
の
人
た
ち
が
美
術
館
や
博
物
館

の
前
を
通
っ
て「
こ
の
美
術
館
、
素
晴
ら
し
い
ね
」

と
言
っ
て
も
、
実
際
に
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
を
変
え
た
く
て
、

美
術
館
の
素
晴
ら
し
さ
を
大
勢
の
人
に
伝
え
て
い

る
。
文
化
は
高
齢
者
を
外
に
連
れ
出
し
、
新
し
い

人
々
と
出
会
う
機
会
を
生
み
出
す
、
と
い
う
の
が

彼
女
の
考
え
だ
。

カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
最
近
始
め
た

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
F
M
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
の
協
力
で
実
現
し
た
も

の
で
、カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー

が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
る
訓

練
を
受
け
、
高
齢
者
自
身
が
取
材
し
て
放
送
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

芝
居
を
見
て
レ
ビ
ュ
ー
を
流
し
た
り
、
高
齢
者

記
念
日
に
美
術
館
か
ら
ラ
イ
ブ
放
送
を
し
た
り
、

芸
術
団
体
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
取
材
を
し
た
り
し

て
、
高
齢
者
が
高
齢
者
自
身
の
言
葉
で
文
化
の
現

場
を
伝
え
る
番
組
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
で
家

に
こ
も
り
っ
き
り
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
は
少
な

く
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
彼
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま

れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
博
物
館
、
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス

美
術
館
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
＆
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
部

門
長
で
、
G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ
運
営
チ
ー
ム

の
文
化
の
責
任
者
を
務
め
る
エ
ス
メ
・
ワ
ー
ド
さ

ん
は
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
誰
も

が
文
化
が
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
変
化
に
つ
い

て
雄
弁
に
、
力
強
く
語
れ
る
」と
い
う
。
そ
し
て
、

次
の
よ
う
な
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く

れ
た
。

あ
る
時
、
A
F
M
に
参
加
す
る
文
化
施
設
や
芸

術
団
体
が
カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
高
齢
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

可
能
か
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
意
見
を

聞
く
会
が
開
か
れ
た
。
長
い
プ
レ
ゼ
ン
を
辛
抱
強

く
聞
い
て
い
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ひ
と
り
、
レ
イ

さ
ん
が
、
と
う
と
う
辛
抱
で
き
な
く
な
っ
て
次
の

よ
う
に
発
言
し
た
。「
私
は
こ
こ
に
座
っ
て
、
あ

な
た
方
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
ず
っ
と
聞
か

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
も
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
あ

な
た
方
は
私
が
で
き
る
こ
と
を
尋
ね
て
く
れ
る
の

で
す
か
」

こ
の
ひ
と
言
で
A
F
M
の
文
化
事
業
は
大
き
く

方
向
転
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
文
化
の
提
供（C

ulture O
ffer

）、
す
な

わ
ち
、
文
化
施
設
や
芸
術
団
体
が
高
齢
者
の
た
め

に
何
か
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
高

齢
者
と
一
緒
に
な
っ
て
文
化
活
動
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く

れ
た
、
と
ワ
ー
ド
さ
ん
は
言
う
。
カ
ル
チ
ャ
ー
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
A
F
M
の
文
化
事
業
に
対
す
る

批
評
家
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

G
M
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ハ
ブ
で
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ス
キ
ー
ム
を
、マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

以
外
の
地
域
に
も
拡
大
す
る
計
画
だ
。

高
齢
者
向
け
の
文
化
事
業
V
O
P
カ
ル
チ
ャ
ー
・

オ
フ
ァ
ー
に
向
け
て
、
市
の
V
O
P
チ
ー
ム
と
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
立
美
術
館
、ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ク
ス

チ
ェ
ン
ジ
劇
場
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
劇
場（
現
在
は
閉

館
）ら
が
意
見
交
換
を
始
め
た
の
は
05
年
頃
だ
っ

た
。彼

ら
は
す
で
に
高
齢
者
向
け
の
事
業
を
行
っ
て

い
て
、
市
と
の
連
携
策
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

ほ
か
に
も
関
心
を
も
つ
文
化
施
設
が
あ
る
こ
と
が

判
明
。
グ
ル
ー
プ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
A
F
M
カ

ル
チ
ャ
ー
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ

れ
た
。
今
で
は
34
の
文
化
施
設
な
ど
が
参
加
し
て

お
り
、
年
に
4
回
、
定
期
的
な
会
合
を
開
い
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
特
定
の

テ
ー
マ
で
会
合
を
開
い
た
り
、
互
い
に
成
果
や
課

題
を
共
有
し
た
り
し
て
、
文
化
面
か
ら
A
F
M
の

活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
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30
以
上
の
団
体
が
参
加
し
て
、
高
齢
社
会
と
の

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
集
中
的
に
意
見
交
換
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
時
に
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
会
合
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
福
祉
や
住
宅
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
他
の
政
策
分
野
の
団
体
と
の
連
携

も
容
易
に
な
る
は
ず
だ
。

実
際
、
健
康
・
福
祉
局
や
住
宅
公
社
か
ら
ゲ
ス

ト
を
招
い
た
り
も
す
る
。
そ
れ
が
介
護
職
員
の
文

化
施
設
へ
の
訪
問
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
椅
子
、
カ

フ
ェ
な
ど
の
環
境
の
確
認
に
繋
が
っ
た
。
福
祉
施

設
の
関
係
者
は
、
安
心
し
て
高
齢
者
を
文
化
施
設

に
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
逆
に
文
化
施
設
の
側
は
、
誰
で
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
、
A
F
M
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
ク
レ
ア
・
コ
ン
ウ
ェ
ル
さ
ん
で
あ
る
。
彼

女
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
設
定
、
関
係
者
と
の
仲
介

や
調
整
の
ほ
か
、
高
齢
者
理
事
会
で
も
文
化
セ
ク

タ
ー
を
代
表
し
て
出
席
す
る
。
彼
女
は
ウ
ィ
ッ
ト

ワ
ー
ス
美
術
館
の
高
齢
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
で

も
あ
り
、
人
件
費
は
市
と
美
術
館
が
6
対
4
で
負

担
し
て
い
る
。

文
化
施
設
で
行
わ
れ
る
A
F
M
の
代
表
的
な
事

業
は［
図
表
4
］に
整
理
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ

の
前
提
と
し
て
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
彼
ら
が
高
齢
者
政
策
に
関
す
る
基
礎
的
な

研
修
を
受
け
、
必
要
な
知
識
を
有
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
美
術
館

は
、
認
知
症
フ
レ
ン
ズ
（
＊
6
）
と
し
て
訓
練
を
受
け

て
お
り
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
＊
7
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
創

造
性
の
時
代
（
＊
8
）の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

●
コ
ー
ヒ
ー
、ケ
ー
キ
、
文
化

C
offee, C

ake and C
ulture

と
も
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
一
部
門
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
博
物
館
と

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
美
術
館
は
、
2
0
0
8
年
か
ら

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
病
院
や
医
療
専
門
家
と
共
同

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え

ば
毎
週
1
回
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
美
術
館
の
小
さ

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
詰
め
込
ん
だ
箱
を
持
っ
て
病

棟
の
認
知
症
患
者
を
訪
問
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ

図表4 エイジフレンドリー・マンチェスターに参加する主な文化施設の高齢者向けプログラム

文化施設名 プログラム名 概要

マンチェスター市立美術館
Manchester Art Gallery

哲学カフェ
Philosophy café

•Age-UKと共同でスタートし、週2回、自信や罪、愛など人生の大きな疑問についてカフェ形式で話し
合いを行う。展覧会やコレクションとも関連づけて実施し、高齢者にも気軽に参加してもらうことで、
社会的な孤立や孤独を減らす狙いがある。
•2名の高齢者（うち1名はカルチャー・チャンピオン）が、美術館スタッフと一緒に企画、運営、ファシリ
テートを担当。

マンチェスター博物館
Manchester Museum

美術館がやってくる
Museum Comes to You

•認知症支援組織などとの協働で、博物館のコレクションを介護施設やコミュニティ施設に持ち出し、美
術館のスタッフがコレクションの解説やその裏に隠されたストーリー、歴史などを解説するプログラム。

コーヒー、ケーキ、文化
Coffee, Cake and Culture

•ウィットワース美術館と共同で、毎月1回、介護施設などの認知症患者とその家族や介護者の訪問をフ
ルサポートするプログラム。特別な訓練を受けた学芸員による解説や作品に触れる機会が提供される。
•最後にコーヒーとケーキが用意され、参加者に会話の機会が提供される。認知症とともによりよく生
きられるようにすることが目標。

文化注射
+Culture Shots

•ウィットワース美術館と共同で、マンチェスター市内の8カ所の病院で行う1週間の無料プログラム。
入院患者だけではなく、病院を訪れる人々や医師、看護婦などのスタッフのために、美術館や博物館
のコレクションの一部を病院のアトリウムなどに展示。
•病院でのアーティスト・イン・レジデンスやワークショップ、オペラ歌手のミニコンサートやダンスパ
フォーマンスも開催される。

ウィットワース美術館
The Whitworth

ハンドメイド
Handmade

•木版画や彫刻、水彩などさまざまな技術をアーティストが教える教室。ほぼ毎週開催。創作のモチー
フとして美術館のコレクションも活用される。

高齢男性の文化活動参加の
ハンドブック A Handbook 
for Cultural Engagement 
with Older Men

•英国内6カ所のケーススタディを行い、文化活動との関係が最も少ない高齢男性が文化に参加するた
めに必要な要素をまとめたガイドブック。
•ハンドブックの冒頭には、詩人のトニー・カリーさんが、高齢男性と会話を重ねてつくった詩「人生、愛、
死そして芸術の男意気（Life, Love, Death and Art Machismo）」が掲載されている。

ロイヤル・エクスチェンジ劇場
Royal Exchange Theatre

高齢者劇団
Elders Company

•60歳以上の高齢者による劇団。現在は定員一杯のため、高齢者向けの演劇づくりに関するワーク
ショップ「エルダーズ・マンスリー」を開催。

高齢者研究
Elders Investigate

•高齢化と文化、とりわけ演劇に関するオープン・スペースなディスカッションとディベートを行う。小
説家サラ・バトラーのリードで実施。

マンチェスター・カメラータ
Manchester Camerata

ミュージック・イン・マインド
Music in Mind

•2012年に開始した認知症とその介護者を対象にしたプロジェクト。音楽療法士とマンチェスター・カ
メラータの演奏家と共に、即興的な曲づくりに取り組む。1回のセッションは30分前後で、参加者は3
〜10人程度。
•演奏家は全員、アルツハイマー協会等の認知症に関するトレーニングを受けており、セッション終了
後には振り返りの意見交換が行われる。

テームサイド・オペラ
Tameside Opera

•マンチェスター東部のテームサイドで、同地区の高齢者の孤立を削減することを目的に行われた高齢
者のオペラ創作プログラム。
•マンチェスター・カメラータの作曲家、脚本家、音楽家と一緒に6回のワークショップを行い、テーマを
見つけて新しいオペラを創作。ブリッジウォーターホールとポートランド・ベイジン博物館で披露された。

＊6	 認知症協会（Alzheimer’s Society）の取り組みで、認知症に関する人々の見方を変えることが目的。認知症に関する基礎的な知識を身につけるため、一時間の講座もし
くはビデオ研修を受けた後、具体的なアクションプランを作成、実施して協会に報告する仕組みになっている。

＊7	 エイジフレンドリー・ミュージアム・ネットワークは大英博物館が複数の博物館と共同で実施する取り組みで、どのようにすれば博物館がもっと効果的に高齢者と一緒に
高齢者のための活動ができるかを追求している共同プロジェクト。

＊8	 創造性の時代（Age of Creativity）は、創造性と芸術が高齢者のより良い健康や福祉、生活の質の獲得を支援することを信じている専門家のネットワーク。

出典：各団体からの提供資料やHP掲載情報に基づいて作成／注：マンチェスター博物館、ウィットワース美術館とも、マンチェスター大学の一部門として運営されている。

AFMカルチャー・ワーキング・グループのメンバー。左からエドソンさん（マンチェスター市
立美術館）、バリーさん（ロイヤル・エクスチェンジ劇場）、ヒスコックさん（マンチェスター国
際芸術祭）、コンウェルさん（AFMカルチャー･コーディネーター）　Photo: M.Yoshimoto
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て
き
た
。［
図
表
4
］に
掲
載
し
た「
文
化
注
射
」も

病
院
と
の
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
だ
。

「
コ
ー
ヒ
ー
、
ケ
ー
キ
、
文
化
」と
い
う
事
業
は
、

毎
月
1
回
、
介
護
施
設
な
ど
の
認
知
症
患
者
と
そ

の
家
族
や
介
護
者
の
博
物
館
、
美
術
館
へ
の
訪
問

を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
の
歓
迎
、
展
覧
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
解
説
付
き
ツ
ア
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ケ
ー
キ
が

用
意
さ
れ
た
対
話
の
場
、
と
い
う
3
つ
の
パ
ー
ト

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
で
は
、
特

別
な
訓
練
を
受
け
た
学
芸
員
が
、
参
加
者
に
作
品

と
の
対
話
を
促
し
て
い
く
。

こ
の
事
業
で
は
、
博
物
館
や
美
術
館
の
空
間
と

作
品
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
が
、
回
想
法
や
記

憶
を
回
復
す
る
こ
と
よ
り
も
、
想
像
や
創
造
、
学

習
が
重
視
さ
れ
る
。
参
加
者
は
自
分
の
過
去
や
美

術
館
で
の
体
験
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
新
し

い
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
自
宅
に
持
ち
帰
れ
る
作
品

を
つ
く
っ
た
り
す
る
。

認
知
症
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
介
護
者

が
芸
術
作
品
に
ふ
れ
、
創
作
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

認
知
症
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
環
境
自
体
を
改
善

し
、
認
知
症
と
と
も
に
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
を

大
き
な
目
標
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
認
知
症
患

者
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
館
や
博
物
館
の
訪
問
に

特
別
な
手
助
け
が
必
要
な
人
た
ち
も
対
象
に
含
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
イ
ン
・
マ
イ
ン
ド

M
usic in M

ind

室
内
楽
団
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
メ
ラ
ー
タ

が
2
0
1
2
年
に
始
め
た
認
知
症
と
そ
の
介
護
者

を
対
象
に
し
た
事
業
で
、
音
楽
療
法
士
と
演
奏
家

が
介
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
一
緒
に
曲
づ
く
り

や
歌
、
演
奏
な
ど
を
行
う
。
16
年
に
は
3
5
0
人

が
参
加
、
18
年
ま
で
に
3
0
0
0
人
の
参
加
を
目

指
し
て
い
る
（
＊
9
）。

単
に
音
楽
を
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
よ
り
創
造

的
な
活
動
を
行
う
の
が
特
徴
で
、
公
開
の
場
で
演

奏
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門
の
責

任
者
ル
ー
シ
ー
・
ゲ
デ
ス
さ
ん
は「
私
た
ち
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
す
べ
て
作
曲
を
中
心
に
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
で
言
葉
を
失
っ
て
い
て
も
、
机
を
叩

い
た
り
し
て
、
曲
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
能
力
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
」と
言
う
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
重
度
の

認
知
症
で
言
葉
を
失
っ
て
い
た
入
所
者
が
、
最
初

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
大
声
で『
ス
イ
ン
グ
・
ロ
ウ
』な

ど
の
曲
を
全
曲
歌
っ
た
り
、
無
口
に
な
っ
て
い
た

人
が
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
流
暢
に
会
話
を
し
た
り
、

と
い
っ
た
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
メ
ラ
ー
タ
で
は
こ
う
し

た
活
動
が
、
認
知
症
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に

ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
、
評
価
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
14
年
に
実
施

し
た
評
価
調
査
で
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（
＊
10
）。

・
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
幸
せ
に
感
じ
た
り
、

会
話
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る

・
長
期
的
に
は
音
楽
の
価
値
を
認
識
し
た
り
、
他

の
活
動
と
結
び
つ
け
た
り
で
き
る

・
記
憶
や
自
信
な
ど
の
向
上
、
介
護
者
と
の
関
係

の
改
善
な
ど
が
見
ら
れ
る

・
た
だ
し
、
人
に
よ
っ
て
成
果
は
ま
ち
ま
ち
で
、

認
知
症
の
種
類
や
症
状
の
重
さ
に
よ
っ
て
成
果

は
異
な
る

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
認
知
症
の
人
々
と
そ
の

介
護
者
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
た
り
、
音
楽
活

動
に
よ
っ
て
ケ
ア
の
質
を
高
め
た
り
、
薬
の
量
を

減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
デ
ィ
教
授
は
、

「
正
し
い
音
楽
活
動
を
行
え
ば
、
認
知
症
ケ
ア
の

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
（
＊
11
）。

●
ゴ
ー
ト
ン
・
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ツ

も
う
ひ
と
つ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
東
部
の
ゴ
ー

ト
ン
地
区
、
公
園
内
に
あ
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
拠
点
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行
う
高

齢
者
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
た
い
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
イ
ア
ン
・
マ
ッ
ケ
イ
さ
ん
の

監
修
で
、
15
人
前
後
の
高
齢
者（
最
高
齢
は
95
歳
）

が
、
実
に
多
様
な
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

例
え
ば
近
年
急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
パ
ブ
を
象

徴
す
る
作
品
と
し
て
、
ビ
ー
ル
用
コ
ー
ス
タ
ー
や

ロ
ゴ
の
入
っ
た
タ
オ
ル
な
ど
を
ニ
ッ
ト
や
刺
繍
で

制
作
し
た
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
代
に
地
域
に

あ
っ
た
軍
需
工
場
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
バ
ナ
ー
を

つ
く
っ
た
り
し
て
、
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
参
加
者
が
各
々
の
思
い
出
を
描
い

て
凧
を
つ
く
り
、
95
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
含
め
、

皆
で
海
岸
で
の
凧
揚
げ
を
楽
し
ん
だ
。

バ
ナ
ー
や
凧
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
爆
弾
工

場
で
働
く
女
性
た
ち（
男
性
は
全
員
戦
場
に
か
り

出
さ
れ
た
た
め
）や
、
工
業
地
帯
と
し
て
栄
え
た

頃
の
動
物
園
や
遊
園
地
な
ど
で
、
地
域
の
歴
史
や

誇
り
を
世
代
を
超
え
て
語
り
継
い
で
い
き
た
い
、

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
出
掛
け
、
地
域
の
お
年
寄
り
た
ち
と
一
緒
に
創

＊9	 マンチェスター・カメラータは昨年12月に、（公財）日本センチュリー交響楽団とブリティッシュ・カウンシルの招聘で来日し、大阪のオリーブの園でのワークショップと公
開フォーラムを行った。

＊10	 New Economy "Evaluation of Music in Mind", May 2014
＊11	 The Guardian "Could music projects cut the cost of dementia care?", Wed 2nd Mar 2016

左：マンチェスター博物館で行われた「コーヒー、ケーキ、文化」の様子。コレクションのウサギの剥製が使われている　
写真提供：マンチェスター博物館／右：マンチェスター・カメラータの「ミュージック・イン・マインド」の様子　写真提供：
マンチェスター・カメラータ
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作
活
動
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
も
取
り
組
む
ほ

か
、
2
0
1
4
年
に
は
9
カ
月
か
け
て
35
メ
ー
ト

ル
の
モ
ザ
イ
ク
作
品
を
製
作
し
、
小
学
校
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
寄
付
、
設
置
し
た
。

現
在
85
歳
の
マ
リ
ー
・
ク
ー
デ
ラ
ス
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
画
を
描
き
た
か
っ
た
も

の
の
家
庭
環
境
か
ら
叶
わ
ず
、
70
歳
を
過
ぎ
て
よ

う
や
く
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
彼
ら
の
活
動
は
、
趣
味
的
な
も
の
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
誇
り
や
世
代
間
交
流
を
生
み
出

す
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
し
て
い
る
。

高
齢
社
会
に
お
け
る
文
化
の
役
割

文
化
や
芸
術
活
動
は
、
高
齢
社
会
に
と
っ
て
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
前
出
の
ワ
ー
ド
さ
ん
は

次
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。

・
参
加
と
社
会
へ
の
接
続

・
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
才
能
や
創
造
力
、
活
動

力
の
受
け
皿

・
高
齢
化
に
対
す
る
別
の
見
方
や
ス
ト
ー
リ
ー
づ

く
り

ま
ず
、
高
齢
者
が
文
化
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
社
会
と
の
繋
が
り
や
他
の
世
代
と
の
関
係

づ
く
り
に
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。
最
近
の
研
究

で
は
、
よ
り
良
く
歳
を
取
る
た
め
に
は
、
社
会
と

繋
が
り
を
も
つ
こ
と
が
ど
ん
な
投
薬
よ
り
も
効
果

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
高
齢
者
に
文
化
や
芸
術
へ
の
参
画
を
促
す
こ

と
は
、
生
き
生
き
と
し
た
高
齢
社
会
に
不
可
欠
の

要
素
で
あ
ろ
う
。

ふ
た
つ
目
は
、
文
化
活
動
を
通
し
て
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
り
、
自
分
を
表
現
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
や
創
造
力

を
発
揮
し
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
活
発

な
行
動
に
結
び
つ
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文

化
は
、
歳
を
取
る
に
つ
れ
て
失
わ
れ
る
自
主
性
を

引
き
出
し
、
高
齢
者
に
発
言
の
機
会
を
与
え
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
し
ば
し
ば
寄

せ
ら
れ
る
意
見
に「
自
分
た
ち
が
認
識
さ
れ
て
い

な
い
」と
い
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。
高
齢
者
が

自
分
た
ち
の
存
在
を
社
会
に
主
張
す
る
た
め
に

も
、
文
化
は
有
効
で
あ
る
。

そ
し
て
ワ
ー
ド
さ
ん
が
最
近
注
目
し
て
い
る
の

が
、
文
化
は
、
歳
を
取
る
、
高
齢
に
な
る
、
と
い

う
こ
と
を
別
の
物
語
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
可

能
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
歳
を
取
る
と
い
う
こ
と

は
皺
が
増
え
た
り
、
記
憶
力
が
衰
え
た
り
、
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か

し
、
高
齢
に
な
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
や
芸
術
な
ら
紡
ぎ
出
せ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
G
M
エ
イ
ジ
ン

グ
・
ハ
ブ
で
は
そ
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
計

画
だ
。

紙
面
の
関
係
で
詳
し
く
は
紹
介
で
き
な
い
が
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
高
齢
化
共
同
研
究
所
で

は
、
文
化
や
芸
術
が
高
齢
者
や
高
齢
社
会
に
ど
ん

な
効
果
や
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ

と
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

A
F
M
か
ら
学
ぶ
こ
と

日
本
で
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
高
齢
者
施
設
を

訪
問
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、
高
齢

者
自
身
が
演
劇
や
音
楽
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る

こ
と
は
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
、
リ

ハ
ビ
リ
で
は
上
が
ら
な
か
っ
た
腕
が
上
が
っ
た
と

か
、
高
齢
者
が
新
し
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
生

き
生
き
し
た
、
と
い
っ
た
成
果
や
効
果
が
各
地
か

ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

個
々
の
取
り
組
み
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の

事
例
よ
り
魅
力
的
な
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
は
点
と
し
て

存
在
し
て
お
り
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
大

き
な
動
き
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
回
、
A
F
M

を
取
材
し
て
一
番
感
じ
た
の
は
そ
の
こ
と
だ
。
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
、
従
来
の
高
齢
者
政
策
を
、

W
H
O
の
A
F
C
の
枠
組
み
を
使
っ
て
強
化
し
、

大
都
市
圏
に
ま
で
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
自
体
が
そ
の
こ
と
に
割
く
人
員
も

予
算
も
極
め
て
小
さ
い
。
そ
れ
で
も
文
化
を
含
め

た
総
合
的
な
高
齢
者
政
策
を
展
開
で
き
て
い
る
の

は「
多
様
な
団
体
や
組
織
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
形
成
し
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
権
限
を
委
ね
る

組
織
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
集
中
型
で
は
な

く
分
散
型
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」
だ
と

い
う
の
が
、ワ
ー
ド
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

も
う
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
高
齢
者
自
身

が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
し
て
で
は
な
く
、
高
齢

者
政
策
の
担
い
手
、
推
進
役
と
し
て
深
く
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
A
F
M
の
戦

略
を
検
討
す
る
高
齢
者
理
事
会
、
自
分
と
同
世
代

の
高
齢
者
を
文
化
活
動
に
巻
き
込
ん
で
い
く
カ
ル

チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

市
の
高
齢
者
政
策
に
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

高
齢
者
自
身
が
、
政
策
の
検
討
や
立
案
、
事
業

や
活
動
の
担
い
手
と
な
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
や
枠

組
み
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て
い
く
か
。
そ
こ
ま
で

い
か
な
く
て
も
、
高
齢
者
の
声
を
直
接
聞
い
て
政

策
に
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
日
本
の
現
状

か
ら
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
政
策
を
考
え
る
上
で
検
討
す

る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
政
策
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
運
動
と
し
て
都
市

政
策
全
体
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
そ

の
こ
と
が
、
政
府
や
自
治
体
、
民
間
団
体
な
ど
、

高
齢
社
会
と
向
き
合
う
誰
も
が
学
ぶ
べ
き
点
で
あ

ろ
う
。

ゴートン・ヴィジュアル・アーツのメンバー。胸には「OV GORTON（ゴートンに
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